
誰もがいつまでも住み続けたいと思える地域をめざして…
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新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い、学校が体みになつたり、外出自粛要請が行われる等、

この 1年間で日々の生活が今まで経験したことのないものに変わつてしまいました。地区協議会
の活動も大きく見直さな |すればならない状況となり、田]田中央ノム入園さくら泰りも中止せざるをえ

ませんでした。未だ収束に|ま至っていませんが、そのような状況でも、いくつん`の取り組みを実

施することがでさました。活動にご協力いたださましたと白ヒ様に感謝申し上 |ずます。ようやくワク

チン接種も始まりました。¬日も早く感染症が収束することを期待します。

下機晴のいつせ岬冤1守り 傷 どもの見寄り事勒

7月 29日、¬2月 23日及び 3月 ¶了日に下校時いつせい兒守りを実施しました。7月の見雪りで|よ、新
型コロナの影響を受け入孝式が遅くなつたことん`ら、『1年生が通孝に不慣れで心配 !』 ということで、低
孝年を中,Sとした見雪り活動としました。ご参力Bいたださましたと白七様、お疲れ様でした。
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2020年 ¬0月 18日 (日 )に実施された阿田市総含防災訓練で十よ、田]
田地域がメイン会場となりました。

今回 |よ、新型コロナウイルス感染症の感染 [方止対策を講じた避難施設

開設訓練がおこなわれました。訓練に |よ、阿田第二地区の方が参カロし、

避難施設に新たに配備された非接触型体温計、消毒液、マスク等 (避難

施設開設キット)を l壺用しました。また、他人との距離が確保できるよ

う、一人当たりのスペースを 1.65m2か ら 4m2に拡大した区割り等も行
しヽました。
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皆さん|よ、「兒留り」としヽうと、どのようなイメージを持ちますか?

「見輩り」|よ、その担い手や兒雪られる方の状況により、しヽろいろなカタチがあります。あいさつ 。

声か |す等のさり|ずない「見雪り」から始まり、いさいさサロンなどの居場所づくり、定期的な訪間活
動、ゴミ出しや買い物のお手伝いというちょっとした生活支援等々、さまざまな「見雪り」のカタチ
があります。そして、いろいろなカタチがあることで、一人ひとりに合わせた「見守り」を行うことが
'で
きます。また、それぞれの「見守り」が連続 (ネ ットワーク化)することで、誰もが安,心して暮らせる

地以へとつながっていさます。

さりげない見雪り|よ、高齢者と直接会わずに行える見雪りです。本人が兒雪りを拒否している場合
であっても、地域で気になる方がいれば見雪ることができます。また、′」ヽ学生から高齢者のフj自身ま

で、あらゆる世代の方が、自らの生活の中で負担のなしヽ範囲で行えることが特徴です。支援を拒否して
いる人や、少し気掛かりな人など、専門機関による定期的な訪間が難しい方又lよそこまで至らない方
を、地域での幅広い「気付さ」で、さり|ずなく兒守ることができます。日々の生活の中で、「いつもと
違う」「何かおかしい」と感じる人がいたら、遠慮なく高齢者支援センターに相談してください。ま
た、住民同土で互いにさり|ずなく気這い合い、見守り含う関係を作ること以外にも、仲間と集い、サー

クルやボランテイア活動に参殉llして社会と関わることも見雪りにつながります。新型コロナウィルス
感染症が収まったら参カロしてみてlよいかがでしょうか。
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地域で孤立古せない I

地競による見守り層酌

地以によ各見守り活電lとは、町内会 ,自冶会、老人クラブ等の地域団体、
して高齢者支援センターに登録し、ポランテイアとして見gり をおこな
「あんしん連絡員 。あん しん協力員Jが、協働 して高齢者に対する見
り遇動を行うものです。

この見守り活動は、高齢者の安否確認につながることはもちろんです瓜
若い方から高齢の ,も まで巾目広い世代で交流をもら、誰もが安心して住み慣
れた地域に長く書らし続けられる地域づくりにつながります。
高齢者支援センター・ あんしん相。交窒等はこれらの活重lをあ要に応して
支援しています。また、高齢者への直接的な支援が嚇要な場合には、高齢
者支援センターのR鶴員が対応します。

日常生活や仕事の中で、地慨の曽さんが参加 してネットワークが作ら
れます。特別な決まりごとはありません。

ますは『毎日のあいさつ』『気軽なβがけ』
でつながりを持ちましょう。

I見會り支援ネツトワークのイメージ】
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自転車は便利な乗り物ですが、ルールを守らずに不」用すると命に関わる重大な

事故につながります。自転車は、迪路交通法では軽車両に位置付 |すられてお

り、「車のなかま」です。道路を通行するとさは、「車」として交通ルールを守る

とともに、交通マナーを実践するなど安全運転を心掛|すましょう。また、車の運

転者も歩行者も自転車のルールを知って、お亘いを思いやり、安全を心掛 Iすましょ

う。自転車のルールをしっかり守って、安全に

自転車を利用しましょう。

■|■ 自1転車
―
安全奉u用5則 !■■

1.自転車Iよ I車遺が原則、歩道は例外
道路交通法上、自転車|よ軽車両と位置付|すられています。したがって車道

と歩道の区居」があるところは車道通行が原員」です。ただし、自転車歩迫通

行可を示す道路標識がある場合や車道の状況に照らして車道の通行が危険

な場合は歩道を通ることができます。その際は、ゆつくり通行し、歩行者

の通行の女方|ザになるとさ|よ―時停止するようにしましょう。

2.車道は左側を通行
自転車は、道路の左恨」に寄つて通行しな|すればなりません。

3.歩遺は歩行者優先で、車道寄りを徐行
歩道を通行する場合|よ、車道寄りの部分を徐行しな|すればなりません。また、歩行者の通行を妨げる

ような場合lよ一時停止しな|すればなりません。

4.安全ルールを守る
二人乗り。並進などは禁止です。
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5。 子どもはヘルメットを着用
幼児・児重を保護する責任のある方|よ、幼児を幼児用座席に乗せる

とさや幼児・児重が自転車を運転するときlよ、ヘルメットをん`,Sら

せるようにしましょう。

町田第二地区協議会構成団体

町田第二地区町内会・白治会連合会(34団体)、 青少年健全育成
地区委員会 (町田中央・森野・本町田・薬師地区)、 民生委員児童

委員協議会(町田第一・町田第二地区)、 町田第一小学校、町田

第二小学校、町田第四小学校、本町田東小学校、本町田小学校、

藤の台小学校、町田第一中学校、薬師中学校、町田高等学校、町

田第1・町田第2高齢者支援センタ∴町田市消防団第1分回、町田

市社会福祉協議会、町田湖 ン専門学校
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地区協議会とは…

地域住民の生活全般に関わつている町内会・自治会連合

会と、民生委員児童委員協議会、青少年健全育成地区

委員会の他、教育。福祉・防犯・防災等の多様な専門分

野で活躍する地区内の各種団体が一つのテーブルに集

まり、地区の情報を共有し、地区の課題について話し合
い、取り組むべき事業を自ら選択し、実施するための組織
です。


